
センターを設置しています。特に患者さんにとっては唯一
の企業情報提供窓口であり、「誠実・正確・迅速」をモッ
トーに、医療行為に踏み込まないよう留意しつつ、わかり
やすい情報提供を心がけています。くすり相談センター
のスタッフは、お問い合わせの真のニーズを把握し、より
満足いただける対応ができるよう、スキル向上のため
日々研鑽しています。
くすり相談センターでは年間5万件以上の多岐にわたる

お問い合わせに対して、医薬品の基本情報や社内のQ＆A
システムを活用しながら、自社製品の適正使用に関する
情報を提供しています。
さらに、くすり相談センターに寄せられた副作用をはじ

めとする安全性情報や品質情報は、関連部門と共有する
ことで、製品の信頼性向上に役立てています。2017年
10月からは、集約されたこれらの貴重な情報を社内で
有効に共有する仕組みをつくり、顧客からの声を製品の
改良や、これからの新薬創製に反映させるよう取り組んで
います。
2019年4月からは、当社のWebサイトを通じて提供

している製品Q&A作成等の医薬品情報の整備業務を
くすり相談センターで担当しています。今まで以上に顧客
のニーズを迅速に反映させて、価値の高い情報提供に
つなげていきます。 今後も、時代の変化へ柔軟に対応す
るとともに、「誠実・正確・迅速」に医薬品の適正使用情報
を提供することで、患者さんの健康増進に寄与していき
ます。

くすり相談センターでの情報提供

新薬の販売開始後には、臨床試験では見出せなかった
副作用が発現することがあります。当社は、これらの情報
をいち早くとらえて分析し、医療現場にフィードバックし、
新たな安全対策を講じる予測予防型の安全管理活動を
推進しています。これらの活動が新製品の副作用の拡大
を未然に防止し、医療現場での適正使用につながると考え
ています。 
当社が創製したエダラボン（日本製品名：ラジカット）は、

2017年に米国でALS治療薬として承認されました（米国
製品名：ラジカヴァ）。現在は、その他の国や地域を視野
に入れたグローバル展開を推進しています。海外で使用
される場合、日本とは異なる医療環境等で使用されること
になるため、その安全管理には慎重を期す必要があり
ます。当社には、蓄積された豊富な安全性情報に基づき、
適正使用を推進してきた経験があります。この経験を最大
限に活かし、また海外における規制や医療環境にも配慮
して、ラジカット・ラジカヴァが適切、安全に使用される
よう安全性情報の収集と提供に努め、ALS患者さんの
QOL向上に貢献していきます。

新製品の安全管理

製品の適正使用の推進

非財務情報

くすり相談センターへのお問い合わせ内容 （2018年度）

※ 窓口間違いによるフリーダイヤル案内

その他 5.3％

流通管理情報 15.3％

用法・用量 13.9％

安定性 11.0％

安全性（使用上の注意） 9.2％

資材請求 9.1％

副作用 8.6％

妊婦 授乳婦への投与 1.4％

効能・効果外 1.7％

FD案内※ 2.3％

配合変化 2.6％

相互作用 3.0％

製剤情報（物性） 3.1％

効能・効果 4.4％

保険・制度 6.7％

体内動態 1.0％
適応外用法 1.3％

くすり相談センターへの
お問い合わせ内容

当社は、患者さん、医療関係者（医師、薬剤師、特約店他）
からのお問い合わせに直接応える窓口としてくすり相談

（関連するSDGs）
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